
材
の
地
で
に
あ
る
。
建
炎
以
來
朝
野
雑
記
乙
集
巷
十
三
た
見
れ
ば
ほ
っ
き

り
書
い
て
あ
る
。
（
東
京
松
雲
堂
害
店
二
日
Q
三
一
金
八
晒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
〔
以
上
宮
崎
〕

　
財
㊦
ξ
餌
α
q
①
N
震
≦
韓
ω
o
訂
津
。
。
α
身
①
8
ぼ
6
プ
δ
9
『
6
鍵
，
咋
N
o
謬

　
　
（
の
一
c
Q
一
㊤
O
①
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
8
h
。
・
昌
切
巴
欝
ω

　
本
論
丈
に
著
者
の
同
位
蒲
曲
論
丈
で
あ
っ
て
、
第
一
部
に
其
の
H
奉
〒

σQ

曹
V
U
認
自
益
。
コ
と
し
て
発
表
し
、
第
二
部
第
三
部
ぽ
伯
林
大
撃
の

冒
葺
。
＝
F
葺
σ
q
撃
創
窃
ω
〇
一
嵐
募
岳
窪
鴨
○
旨
暮
巴
一
頓
島
①
ω
冥
p
島
窪
の
第
三

十
、
九
年
（
H
o
。
。
ゆ
）
の
極
東
編
に
溜
め
ら
れ
六
も
の
で
あ
ろ
。
流
石
に
．
史
料

等
も
凡
て
根
本
備
な
漢
文
史
料
に
推
っ
て
居
、
現
在
吾
々
來
洋
の
支
那
史

家
蓮
の
通
常
用
ひ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
史
籍
に
一
二
を
除
く
外
ぽ
殆
ど
総
て

が
参
照
ぜ
ら
れ
、
且
つ
其
れ
が
原
丈
の
儘
、
或
は
逐
次
課
と
し
て
極
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ノ

多
数
に
引
用
ぜ
ら
れ
て
居
る
。
是
ほ
今
上
支
那
本
土
中
世
以
前
の
か
㌧
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

黒
毛
に
適
す
る
正
確
な
文
献
災
料
に
依
る
考
灘
的
な
研
究
に
劣
っ
て
居
☆

隊
来
の
東
洋
學
界
に
に
稀
に
見
ろ
慮
で
あ
る
か
ら
、
本
論
ズ
が
「
當
地
の

東
洋
學
界
で
孫
々
の
好
評
か
受
け
て
居
る
」
と
云
ふ
の
も
了
解
鶴
來
う
と

患
ふ
。

　
尤
も
論
理
諸
庭
に
、
考
調
の
上
に
も
経
濟
史
的
槻
察
の
上
に
も
着
想
の

薫
る
割
き
も
の
も
無
い
で
に
な
い
が
、
然
し
結
局
支
那
史
筆
中
で
も
特
に

斯
様
な
方
面
の
研
究
の
憩
心
し
、
既
ド
茄
藤
博
士
玉
井
寂
授
其
他
の
專
臨

吏
家
の
優
れ
雲
研
究
た
有
つ
我
國
［
の
丹
果
洋
史
家
等
に
し
μ
左
程
満
…
足
た
與
へ

ろ
も
の
で
は
な
く
、
別
に
論
ず
る
程
の
事
も
な
い
Q
（
此
の
著
者
に
限
ら

紹

介

電

す
隊
米
の
支
那
野
津
の
殆
ど
総
て
が
来
だ
優
本
の
優
れ
た
支
那
研
究
論
丈

を
三
二
滲
照
ず
る
に
至
ら
な
い
の
ば
慧
憾
で
あ
る
。
）

　
倶
、
本
論
丈
が
爽
に
禍
け
六
目
次
か
ら
で
も
推
測
し
得
ろ
如
く
、
形
式

に
於
て
唐
代
経
濟
史
の
全
般
た
あ
ら
ゆ
る
方
癬
か
ら
凝
察
し
、
之
を
綜
括

酌
系
統
的
に
灘
め
て
居
る
舗
に
債
無
為
認
む
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
（
目
次
）
、
序
丈
一
史
料
　
の
農
業
史
　
①
人
口
兼
態
　
　
a
租
税
表

　
（
誹
帳
）
不
入
口
調
査
　
b
都
市
塾
農
村
　
c
移
行
ノ
自
由
ト
流
亡
　
②

　
農
業
技
術
　
a
灌
瀧
　
b
農
業
知
識
　
③
入
世
紀
中
期
マ
デ
ノ
農
業
歌

　
態
ト
租
税
制
　
、
土
地
配
分
　
b
地
租
秘
露
及
ビ
賦
役
　
④
封
建
制
、
・

　
大
土
地
所
有
及
ビ
小
作
・
實
際
的
及
ビ
形
式
上
ノ
釆
邑
賜
與
。
貴
族

　
の
歳
入
　
b
國
有
地
と
屯
田
　
c
大
土
地
話
有
ト
小
作
　
⑤
「
雨
税
」

　
改
革
　
a
七
八
○
年
迄
ノ
税
制
色
革
　
b
乱
頭
ノ
改
革

以
上
第
一
部
（
九
二
頁
）
が
悪
阻
請
求
（
伯
林
大
智
）
の
　
H
奏
薦
耳
p
γ
U
M
m
、

器
曇
甑
g
（
H
り
G
Q
黙
っ
）
と
し
て
獲
表
さ
れ
六
も
の
。

饗
隷
恥
寺
院
・
量
的
欝
助
金
讐
二
黒
①
釜
冶

　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
金
　
②
造
幣
政
策
ト
貨
幣
質
造
　
a
入
世
紀
中
期
迄
ノ
造
幣
覇
占
　
b

　
貨
幣
儂
値
下
落
。
貨
幣
映
亡
と
貨
幣
般
檜
　
③
最
初
ノ
紙
幣
　
の
商
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
あ
國
家
纏
濟
　
①
交
趣
捌
度
　
a
郵
便
ト
情
報
勤
務
　
b
貨
物
輪
逡

　
②
商
業
　
　
a
園
内
商
業
　
b
外
國
貿
易
　
③
專
要
政
策
　
a
鮒
專
賀

　
b
茶
器
賞
　
c
要
義
萱
　
④
倉
原
制
度
ト
債
絡
調
笛
　
⑤
経
濟
槻

以
上
第
二
部
（
1
1
i
V
七
三
頁
）
は
翠
H
凶
簿
〇
二
藍
西
。
昌
α
窃
の
。
皇
継
碧
の
雲
門

〇
二
〇
鼻
a
置
。
げ
。
ω
で
養
9
⑦
障
§
ロ
○
門
国
甑
a
確
証
ー
タ
鵡
同
げ
。
一
癖
∵
d
三
く
○
瞬
一
【
鋒
N
β

ゆ
①
剥
ぎ
（
H
p
ご
図
㈹
●
　
）
自
×
）
（
く
。
　
回
¢
c
ゆ
ゆ
）
に
載
ぜ
ろ
威
で
あ
る
。
爾
自
分
ば
以

第
十
入
巷
　
第
三
號
　
　
五
二
九

（　137　）



紹

介

上
の
第
一
第
二
部
の
鳥
海
を
受
け
ぬ
の
み
で
め
う
が
、
更
に
第
三
部
と
し

て
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ノ

　
C
O
入
世
紀
末
ノ
糧
濟
及
縫
會
的
事
情
二
關
ス
ル
認
鍵
　
1
1
度
量
衡
網
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
コ頂

経
濟
及
経
済
行
政
ノ
備
語
ア
々
フ
ア
↑
鳶
炎

　
こ

な
る
内
容
の
垂
線
が
績
朝
さ
れ
る
如
く
で
あ
る
。

　
　
一
口
國
に
於
け
る
満
蒙
研
究
の
獲
蓬
　
　
　
和
田
　
清

　
　
⑳
最
近
三
百
年
白
日
本
図
目
黒
蒙
研
究
的
史
的
検
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀟
、
桑

　
し
の
二
つ
の
論
丈
は
共
に
我
脚
の
徳
川
蒔
代
以
降
現
在
に
至
ろ
惣
の
浦

蒙
に
蘭
す
る
主
と
し
て
三
更
撃
的
研
究
の
獲
達
た
説
逃
し
カ
も
の
で
あ

る
。．

我
國
の
東
洋
學
、
特
に
其
の
歴
史
學
方
面
が
夙
に
一
書
的
地
歩
な
琶
界

の
學
界
に
於
て
確
保
し
て
來
宏
こ
と
に
勿
論
何
人
も
否
ま
獄
い
庭
で
あ
る

が
、
今
藪
に
此
ハ
の
斯
學
先
人
の
輝
く
業
跡
と
、
三
三
一
口
の
活
漫
な
る
擁

究
成
果
と
が
（
特
に
満
蒙
の
み
に
限
定
さ
れ
て
に
る
う
が
）
、
此
く
の
如
き

一
つ
の
秩
序
あ
る
纒
つ
二
形
に
於
て
獲
炎
ぜ
ら
れ
、
吾
人
に
容
易
に
系
統

的
に
其
研
究
の
進
歩
獲
逮
の
二
二
知
ら
し
め
て
誹
れ
る
事
ば
最
も
悦
ば
し

い
事
で
あ
ろ
。
蘇
に
今
や
二
面
に
封
ず
る
我
囲
の
關
係
が
政
治
的
に
軍
事

的
に
其
他
あ
ら
ゆ
る
方
露
に
角
々
緊
密
な
ら
ん
と
す
う
と
同
噂
に
、
其
學

衛
的
研
寵
も
手
段
の
飛
躍
た
要
す
ろ
際
に
當
っ
て
ほ
、
叉
極
め
て
有
意

義
と
言
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
Q

、
，
和
田
清
歌
授
の
論
文
に
雑
誌
歴
史
教
育
即
下
九
號
へ
五
二
五
一
五
四
七

第
十
八
巷
　
第
三
號
　
　
五
三
〇

頁
）
に
身
抜
ぜ
ら
れ
、
其
の
第
一
、
第
二
節
に
於
て
算
崩
譜
代
及
び
別
泊
最

初
期
の
我
國
溝
蒙
研
究
の
釈
奄
概
魏
し
、
第
三
飾
以
下
第
八
飾
に
至
る
六

節
匡
纏
て
明
溶
照
葉
以
後
勃
興
し
た
科
學
一
巻
蒙
史
研
究
の
纂
に
溺
し

　
て
、
或
は
諸
家
の
學
説
な
、
或
は
又
研
究
施
設
、
刊
行
物
の
雛
藩
存
詳
設

し
て
殆
ん
ど
御
す
庭
な
し
と
云
っ
て
よ
く
而
も
之
が
僅
か
に
二
十
徴
頁
の

小
丈
に
牧
め
ら
れ
て
る
ろ
の
も
却
っ
て
理
解
の
上
で
好
都
合
で
あ
る
。
満

引
目
研
究
に
志
訊
、
者
に
坂
っ
て
、
之
ほ
從
來
の
研
究
な
知
り
、
且
つ
は
今
囁

r
後
の
動
向
な
も
察
知
す
可
き
一
助
と
も
な
し
得
う
も
の
で
あ
ら
う
。
同
時

　
に
又
灘
蒙
．
」
關
す
る
理
解
を
深
め
ざ
う
と
す
る
一
般
の
人
々
に
醤
し
て
起

極
め
て
有
規
に
し
て
且
つ
興
味
あ
ろ
も
の
と
し
て
勘
め
度
い
庭
の
も
の
で

あ
る
Q

　
蒲
桑
氏
の
に
混
醐
國
立
師
範
大
學
「
歴
史
科
雄
」
創
刊
號
（
…
一
八
頁
）
に

載
る
庭
の
も
の
で
、
聾
者
と
略
同
穣
の
意
味
た
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
が
、

然
し
内
審
に
遙
か
に
簡
羅
で
あ
っ
て
前
者
と
二
二
ん
ど
比
較
に
な
ら
な
い

が
然
し
大
纏
の
欺
態
な
知
ら
う
と
で
る
上
に
に
之
た
身
、
も
決
し
て
不
充

分
と
，
μ
思
に
れ
な
い
。
尤
も
前
者
が
專
ら
純
學
問
的
立
揚
に
あ
ろ
に
反
し
、

燈
に
日
本
に
於
け
ろ
隆
盛
な
る
東
洋
學
が
如
侮
に
其
大
陸
方
面
の
國
策
に

貢
献
し
カ
る
か
た
力
観
し
、
醗
っ
て
民
囲
に
於
け
る
研
究
が
浩
朝
の
満
蒙

研
究
禁
燃
．
七
二
萎
微
遽
に
振
に
ざ
ろ
黎
た
痛
嘆
し
島
民
の
渡
世
を
促
マ
と

云
ふ
立
揚
に
評
し
て
居
ろ
事
に
論
語
α
に
騙
し
よ
う
。
（
「
歴
史
敏
育
七
巻

九
號
四
海
書
房
二
・
入
○
し
　
「
歴
史
科
學
創
刊
貌
牝
亭
國
立
師
範
大
學
○
・

　
一
〇
し
）
　
〔
以
上
内
田
〕

（　13S　）


